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瓦屋根設計コンクール第 1 6 回甍賞金賞受賞（亀山市立関中学校校舎）

　６月６日㈰、ハイトピア伊賀で伊賀白鳳高等学校工芸部の生徒が制作した、三
重とこわか国体啓発用木製カウントダウンだんじりお披露目式を行いました。
　このだんじりは、みえ森と緑の県民税「森のやすらぎ空間整備事業」を活用し、
伊賀産ヒノキなどをふんだんに使って作られています。
　カウントダウンだんじりは、国体が終了する 10月５日㈫までハイトピア伊賀
１階に展示し、その後はだんじり会館で展示する予定です。

１．完成した木製カウントダウンだんじり。
２．除幕の様子。
３．部員らが制作工程などを説明しました。
４．お披露目された木製だんじりの前で記念
撮影しました。

１．伊賀市の外国人住民の状況などを説明しました。
２・３．自身の経験談などを交えながら話す講師。
４．参加者は、家族が日本語を使わない環境下での
学習の難しさなどを学びました。

国体啓発用木製だんじりお披露目式

　６月９日㈬、ハイトピア伊賀で、日本語学習支援ボランティア研修会を
行いました。
　伊賀市には、５月末現在、およそ 5,500 人の外国人住民が暮らしてい
ます。研修会では、２人の講師から、これまで関わってきた外国にルーツ
をもつ子どもたちを取り巻く背景や、子どもや保護者との学習や進学のエ
ピソードが紹介されました。参加者は、生活や学校での日本語学習の必要
性や漢字学習支援のコツなどを学びました。

日本語学習支援ボランティア研修会
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まま ちち かか どど 通通 信信

　５月 22日㈯、大山田農村環境改善センターで、日本舞踊教
室を行いました。
　この日参加した３歳から７歳の子どもたちは、古典舞踊の基
本的な動きが組み入れられた「とおりゃんせ」や「たなばた」
を踊りました。
　踊りを覚えるだけでなく、あいさつや所作などの作法も大切
にしながら、子どもたちは楽しそうに稽古に励みました。

日本舞踊教室

１．参加者が実際にオンラ
イン会議に参加する様子。
２．自分のスマートフォン
などから「Zoom」を使う
方法を学びました。
３・４．講師が操作方法な
どを丁寧に説明しました。

１

３ ４２

　５月 29日㈯、ハイトピア伊賀で、はじめてのリモート講座を
行いました。
　オンライン会議ツール「Z

ズ ー ム
oom」は、パソコンやスマートフォ

ンなどからインターネットに接続すればどこからでも参加でき、
遠くにいる人と交流することができます。
　参加者は、講師の説明を聞きながら、持ち寄ったパソコンなど
を使って、実際にオンライン会議に参加する体験をしました。

１・２．先生のお手本を見
ながら踊りました。
３．親子で一緒に「とおりゃ
んせ」をする様子。
４．最後にみんなで「たな
ばた」を踊りました。

はじめてのリモート講座
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